
平成3（1991）年

政権

国
内

国
外

自
分
史

②海部俊樹（自民党）
1
・
24	

政
府
・
自
民
党
首
脳
会
議
。
湾
岸
戦
争
支
援
策
と
し
て

90
億
ド
ル
（
約
1
兆
2
0
0
0
億
円
）
の
追
加
支
出
。

避
難
民
輸
送
の
た
め
の
自
衛
隊
機
派
遣
等
を
決
定
。

1
・
30	
日
本
と
北
朝
鮮
、
国
交
正
常
化
の
交
渉
開
始
。

2
・
9	
関
西
電
力
美
浜
原
発
で
原
子
炉
停
止
の
国
内
最
大
規
模

の
事
故
。

2
・
23	

皇
太
子
徳
仁
親
王
、
立
太
子
の
礼
。

3
・
9	

新
宿
に
東
京
都
庁
完
成
。
総
工
費
1
6
0
0
億
、
高
さ

2
4
1
ｍ
の
日
本
一
の
高
層
ビ
ル
に
。

4
・
22	

ノ
ン
バ
ン
ク
静
信
リ
ー
ス
（
静
岡
市
）
倒
産
。
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
初
の
ノ
ン
バ
ン
ク
の
ケ
ー
ス
。

6
・
3	

長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生
し
死
者
・
行

方
不
明
者
37
名
。

7
・
12	

小
説
『
悪
魔
の
詩
』
の
訳
者
、
五
十
嵐
一
筑
波
大
助
教

授
、
構
内
で
刺
殺
体
で
発
見
さ
れ
る
。

1
・
17	

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
の
多
国
籍
軍
、
イ
ラ
ク
侵
攻

開
始
。
1
・
18
イ
ラ
ク
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
。
1
・
20
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

侵
攻
。
湾
岸
戦
争
始
ま
る
。

2
・
28	

湾
岸
戦
争
終
結
。

5
・
21	

イ
ン
ド
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
元
首
相
、
遊
説
先
で

爆
弾
テ
ロ
で
暗
殺
。

7
・
1	

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
解
体
。

8
・
19	

ソ
連
保
守
派
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
を
軟

禁
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
。
8
・
21
ク
ー
デ
タ
ー

失
敗
。

9
・
6	

ソ
連
国
家
評
議
会
、
バ
ル
ト
3
国
の
独
立
を

承
認
。

9
・
17	

韓
国
、
北
朝
鮮
が
国
連
同
時
加
盟
。

世
相

宮澤喜一（自民党）
10
・
27	

自
民
党
新
総
裁
に
宮
澤
喜
一
当
選
。

11
・
5	

宮
澤
内
閣
成
立
。

12
・
6	

元
従
軍
慰
安
婦
や
軍
属
の
「
太
平
洋
戦
争
犠
牲
者
遺
族

会
」、
1
人
2
0
0
0
万
円
の
補
償
を
求
め
東
京
地
裁

に
提
訴
。

12
・
25	

ソ
連
最
高
会
議
共
和
国
会
議
が
ソ
連
消
滅
宣

言
を
採
択
。

10
月
　
今
春
の
女
子
大
生
の
就

職
率
81
・
8
％
と
史
上
最
高
と

な
り
男
子
を
抜
く
。

【
流
行
】「
愛
は
勝
つ
」
Ｋ
Ａ
Ｎ
、

篠
山
紀
信
『
S
a
n
t
a 

F
e
』、
さ
く
ら
も
も
こ
『
ち
び

ま
る
子
ち
ゃ
ん
』、『
八
月
の
狂

詩
曲
』、『
羊
た
ち
の
沈
黙
』、『
渡

る
世
間
は
鬼
ば
か
り
』、『
東
京

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』、『
1
0
1

回
目
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
』

【
物
故
者
】
井
上
靖
（
83
）、
本

田
宗
一
郎
（
84
）
、
上
原
謙

（
82
）

訂正




